


笹百合

 

 

みちすがら　たおやかゆれるササユリの見事な白さあなたのよふで

 
 
 
 

 
 



コスモ

 
 
 
 

秋桜(あきざくら)揺れる花々調和とれあたかも其処に小さな宇宙(コスモ)
 
 
 
 





コスモス

 

 

あめつちに強く根生やしたおやかな花が揺れる秋の空へと

 





さざ波

 

 
 
さざなみに連れてこられた何万里はなれた君のつかんだ砂よ

 



 



網膜に焼きつく手

 

 
 
 
いつか見た君のてのひら網膜に焼きつき夢に必ず出るの

 
 

 



蝶の見る夢

 

 

「ふれたいよ」ふれたとたんに燃え尽きても消える身でも君にふれたい

 





椿の花言葉

 

 

ひかえめで眼には見えぬが胸中は焔の如く輝く恋よ

 
 

 
 



朝顔と露

 

 

一時の儚い恋としりつつも朝露君について輝く

 





彼岸花

 

 

彼の岸迎える人のあしもとに燃ゆるばかりの曼珠沙華

 





君と

 

 

つながった先にあるのが君ならば僕はこれほどうれしいことない

 





ワタシと

 

 

どこぞへとつながる糸が貴方へと届いているとどこかうれしい

 





桔梗

 

 

この歌は君へと永遠(とわ)を誓う歌　凛ととす君へつづる恋歌

 





水しぶき

 

 

夏来(きた)る飛びこむプール水はねてようぞおいでと私をつつむ

 





ココロは此処に在り

 

 

【もゆるはな　中にぞ吾の　ココロアリ】

 
 
 
 





虎眼

 

 

もえあがる眼(ひとみ)に宿る生きる意志野生の君に月光そそぐ

 





落ち椿

 

 

芽吹く春　少し前での名残雪　落ち椿へとふんわりのって

 





百舌鳥の早贄

 

 

かくれんぼ見つからぬまま陽が暮れて見上げた先のモズノハヤニエ

 





あとがき

 
 
あとがき

 
はじめまして！こんにちわ！こんばんわ！

最後までご覧いただきありがとうございました。

はじめての電子書籍、はじめての編集作業、はじめての歌集…と、
はじめてづくしでおっかなびっくりの連続でした。

それでも、こうして形になったこと大変うれしく思っております。

気になる人もいると思いますが、歌集でもなく、画集でもなく、歌画集というジャンルに

手を出してみました。ドッキドキです。

また、第二弾、第三弾と作品が発表していけたらと思っています。

その時、また目が留まって作品たちと出会える日が来ること楽しみにしております。

 
それでは！

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キナコモチコ
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